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cover photo

種子島南東部の太平洋岸には，固結度の低い中新統の茎永層群が波の
力で侵食されて発生した波食ベンチ，波食洞やきのこ岩が観察される．
また，母岩の波食によって生産された膨大な石英粒子は少量の砂鉄を
伴い，広田海岸一帯において美しい海浜を作っている．一方，対岸の
竹崎海岸には JAXA 種子島宇宙センターのロケット発射台が設置されて
いる．“世界で最も美しい！” と称されている発射台がこの地に設置され
た理由は，国内において衛星が静止する赤道上空に比較的近く，ロケッ
トの打ち上げ方向である東方が太平洋である，等の理由があげられる．

（写真・文：地質調査総合センター地質情報研究部門　七山　太）

Wave-cut topography and crustic beach with the Miocene Kukinaga Group as the host rock observed
around the southeast coast of the Tanegashima Island. Photo and Caption by Futoshi NANAYAMA 

種 子 島 南 東 海 岸 で み と め ら れ る 茎 永 層 群 が 母 材 と な っ た 波 食 地 形
くきなが

AIST11-G00013-79

GSJ CHISHITSU NEWS 2018 Vol.7 No.7

2
0
1
8
－
7

G
S
J
地
質
ニ
ュ
ー
ス
 

        

七
巻 

 
 
 
 
 
 

七
号

国
立
研
究
開
発
法
人 

産
業
技
術
総
合
研
究
所 

地
質
調
査
総
合
セ
ン
タ
ー




